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本論文は、 Bi 置換希土類ガーネット (BiRIG) 結晶のファラデー効果を応用した光学式電流センサ(光電流セン
サ)の研究について述べている o 本研究により、従来になかった横幅 5mm と非常に小型で高精度な光学式磁界セ
ンサ(光磁界センサ)プロープが実現された。
第 1 章では、本研究の背景と目的について述べた。近年、特に電力分野では、従来の電気式変流器に置き換えられ









て、数種類の (BiGdLay) 3 (FeGa) 5012結晶を作製し、感度の温度特性を測定した。その結果、 -500Cから +1000C





第 5 章では、新たにドラム形状の球レンズを内蔵したホルダーを試作して光学系を工夫し、横幅 5mm の小型な
光磁界センサプロープを実現した。また、その光磁界センサの高精度化の方法と高周波応答性の測定結果についても
詳述した。第 6 章では、開発した光磁界センサを用いて実現した光 CT の応用について述べた。特に、実用化された











を用いて、数種類の (BiGdLay) 3 (FeGa) 5012 結晶を作製し、感度の温度測定から、感度が11.0 deg/Oe ・ cm の高
感度な新規組成 (Bi1.3Gdo. 1Lao.2y I.SFe4.4GaO.6012) を見いだしている。さらに、光磁界センサの直線性の悪化は Bi 置換
希土類鉄ガーネット膜のメイズ磁区による光の回折が原因であることを明らかにし、球レンズを用いた集光光学系を
採用して高次までの回折光を受光することによって、比誤差:t1.0%以下の直線性を実現している。また、センサの
高精度化、高周波応答性についても明らかにしている。
以上のように、本論文は、 Bi 置換希土類鉄ガーネット膜をファラデー素子とした、従来にない、小型で高精度な
光磁界センサを開発し、最適組成の結晶膜の作製や、回折光を高次まで受光するための集光光学系の考案など、多く
の成果を挙げ世界最小の光磁界センサを実現した成果をまとめたものであり、博士(工学)として価値のあるものと
認めるo
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